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このニュースレターは、「文化財に親しむ機会の提供に関する事業」の一つとして、身近な文化財情報をはじ 

め、文化財を活用した事業などの紹介を行っています。 

ぜひ学校教育や生涯学習の場で広くご活用ください。 
 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡
かく

大
だい

防止
ぼ う し

のため、なかなか外出できない日々が続いてい

ます。 

今回は家にいても、インターネット画面
が め ん

上で自由に動き回ることができる 360 度画

像や展示室
てんじしつ

などの動画で博物館を体験
たいけん

できるバーチャル博物館を紹介
しょうかい

します。 

出かけられるようになったら、ぜひ、ホンモノの展示を見に、実際
じっさい

の博物館に足をは

こんでみてください！ 

 

《北海道博物館》https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/exhibition/vm/ 

 自然環境
かんきょう

と人とのかかわりや、アイヌ民族
みんぞく

の文化、本州から渡
わた

ってきた移住者
いじゅうしゃ

の暮
く

らしなど、北海道の自然・歴史・文化の展示を行っている北海道博物館では、５つのテ

ーマからなる展示をオンラインで公開
こうかい

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーチャル博物館
はくぶつかん

に行ってみよう！ 

 
ぶんかざいまるちなび 

文 化 財○知 ナ ビ 
№53 

「北海道 120 万年物語」 

「アイヌ文化の世界」 

「北海道らしさの秘密
ひ み つ

」 

「わたしたちの時代へ」 「生き物たちの北海道」 

北海道博物館 

〒004-0006 札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2 〔電話 011-898-0466〕 

URL https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp 



《小樽市総合博物館》 

  小樽市の歴史と自然、北海道の交通史
こうつうし

、科学
か が く

技術
ぎじゅつ

をテーマにいろいろな活動を行っ

ている小樽市総合博物館では、バーチャルで博物館展示を見て回れるほか、学芸員に

よる展示案内
あんない

もあります。 

また、SL アイアンホース号が走行している映像
えいぞう

も YouTube 動画でみることがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ウポポイ（民族共生象徴空間》 
 伝統的

でんとうてき

なアイヌ文化の一面的な展示にとどまらず、現代に息づく多様
た よ う

なアイヌ文化

とそれに関わる人々を様々な視点
し て ん

から紹介している国立アイヌ民族博物館があるウポ

ポイでは、ウポポイ PR キャラクターのトゥレッポんと一緒に園内をまわれるバーチ

ャルツアーを体験できます。 

また、バーチャル博物館でアイヌ語を聞いてみることもできます。 
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〔お問い合わせはこちらへ〕電話 011-231-4111（内線）35-620 メール kyoiku.bunka2@pref.hokkaido.lg.jp 

「本館・機関車庫」 「運河館・展示室」 「SL アイアンホース号」 

小樽市総合博物館 本館 

〒047-0041 小樽市手宮１丁目３番６号〔電話 0134-33-2523〕 

URL https://www.city.otaru.lg.jp/simin/sisetu/museum.html 

ウポポイ（民族共生象徴空間） 

〒059-0902 白老郡白老町若草町２丁目３ 

URL https://ainu-upopoy.jp/ 

トゥレッポん 

【写真提供：公益財団法人アイヌ民俗文化財団】 


